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スケール表示

* 「レンジ設定」の最⼤ / 最⼩値をデバイス（定数以外）に設定し、RUN 中に値を変更した場合、以下のタイミングで更新します。
- 画⾯を再描画する
- マクロコマンド「TREND_REFRESH」を実⾏する

項⽬ 内容
軸カラー スケールの⻑線、短線、軸線のカラーを設定します。

左辺、右辺、下辺、上辺、全て共通の設定になります。バックカラー
⽬盛りの⻑さ スケールの短線の⻑さを設定します。 範囲：1〜 16

左辺、右辺、下辺、上辺、全て共通の設定になります。線の太さは固定です。
左辺 /右辺 /下辺 /上辺
タブの［スケール表⽰］

各辺にスケール、格⼦線、⽬安値を表⽰します。  デフォルト : ［左辺］、［下辺］チェックあり

⽬盛りの割り付け⽅法 等分割（単位 : 分割）
軸線に対して、設定した分割数に等分して短線を付けます。

等間隔（単位 : 間隔）
軸線に対して、以下の範囲を基に原点から設定した値ごとに短線を付けます。

⻑線を表⽰する スケールに⻑線を表⽰します。（単位 : 間隔）    ⻑さ：短線の 2倍、 太さ：固定

格⼦線 スケールの短線、⻑線の位置に格⼦線を表⽰します。
カラー /線種 格⼦線のカラー、線種を設定します。

全ての⽬盛りに表
⽰

［⻑線を表⽰する］チェックありの場合に設定できます。格⼦線の表⽰あり /なしを設定します。
チェックあり：短線、⻑線共に表⽰
チェックなし：⻑線のみ表⽰

⽬安値 スケールの⻑線、短線に⽬安値を表⽰します。
スタイル 数値の桁数や⽂字カラーなどを設定します。
全ての⽬盛りに表
⽰

［⻑線を表⽰する］チェックありの場合に設定できます。⽬安値の表⽰あり /なしを設定します。
チェックあり：短線、⻑線共に表⽰
チェックなし：⻑線のみ表⽰

レンジ設定 「⽬盛りの割付⽅法 : 等間隔」または［⽬安値］にチェックありの時に使⽤します。

指定のグラフと合わせる
以下の組み合わせで、範囲が変わります。

任意の値を設定する
定数またはデバイス設定し、指定した値を最⼤ /最⼩値に使⽤します。 *

グラフ⽅向 辺 範囲
/  上辺 /下辺 横軸ポイント数または

スケールの［レンジ設定］
/  左辺 /右辺
/  左辺 /右辺 スケールの［レンジ設定］
/  上辺 /下辺

グラフ⽅向 辺 範囲
/  上辺 /下辺 横軸ポイント数
/  左辺 /右辺
/  左辺 /右辺 指定したグラフ No.の

最⼤ /最⼩値 */  上辺 /下辺




